


















































































農 薬 と 病 鹿 第 4巻 第 1,2碗

枯琴や刈株などは練熟こよせ集めて焼却するし,粗の周

囲の華草や落莫などもきれいに攻り除いて焼却してしま

1､のがよい｡

耕範を行ふもと

地中で越冬してゐる害轟が多いことは,前述したこと

でもわかるO地中といってもそんなに資いとこで越冬し

てゐるものではない.ヨトウムシでは地下 1-2寸位の

とこで癖になってゐる｡マメコガネの助最の如きは冬の

問はや 撫ゝ く入るが,アメ1)カの報告によると11/.0-12

ィ.Jチ位のところにゐるといふO畑は作物が栽増してな

い限り,秋から春にかけて耕転し,地中の害鳥を地表に

曝すことは,乾燥や装束によって死にいたら.しめるのみ

ならず,小鳥の餌となることもあるのである.ヨトウム

･yの蟻を乾燥した土の中で冬の間過さすと,死ぬものが

多いものである｡

冬の問,寒さのために害鳥が死ぬだらうといふことを

よく聞かれるが,笥最は案外に寒さに封して強いもので

あるから,飴り死ぬものではないと思はれる｡我が国で

は,か るゝ研究が殆んどないから,今後の研究問題であ

る｡(束京農工大軍愚挙部長 磨博)

ニュー･スセクション (1)

1.今冬の書最発生について

容の播種と典に問題になるのはキリウジであって,

愛知,富山懸などでは,第二化期成轟の誘蛾燈飛来は

10月中旬頃に終り, 高知塀では 10月下旬にも飛来

を見ている｡11月申すでに岩手,栃木,茨城,埼玉,

千葉,富山,石川,福井,蚊早,愛知,滋賀,奈長,

和歌山,京都,大阪,島根,山口,愛媛等の各地で幼

魚の発生加害を認め,今秋の此校的頻繁な降雨 のた

め,幼轟の葛生も乾田裏作奔団に注意を要するようで

あり,平年に比して相雷多く,叉多いと預想される地

方もある｡愛知,滋賀,山口,愛媛櫛の｣執こは甚し

い被害があったようである｡

キ1)ウジと前後して,-リガネムシ,アブラムシ,

トビムシモドキ,ムギ-モダリ等の活動も見られるの

であるが,之等の妻壁状況は飴 り妨臆でない｡

又富山櫛ではコウロギ類が早播小容を加害し,年々

垂芽皆無の地方を生ずるのであるが,今年も10月上

旬すでに福光地方には吏芽皆無が見られたO之等に封

してはBHC水和剤を種芋に塗抹して播瞳するのが有

数と云ほれている｡

この時期における野菜類のアブラムシは各地に葛生

を認めているが,平年に比して少いように思はれる.

然 しながら数年前から岡山称の一部に叢生していたヤ

サイゾウムy (ニンジンゾウムy)は本年には下記の

地方で叢生を確認された.

1)三重懸河聾部大里村 (1/VI)タバコを加害

2) 〝 〝 高野尾村 (13/VI)タバコを加害

3) 岡山輝溝園部贈穣村の睦畔社掌中で成最多数を

叢見 (9月中旬)

4) 高知輝要義部室戸町に5月より叢生, 5/ⅩⅠ確

認,現在では同郡甲浦町より酉分村,香美郡,

幡豆部海岸地帯に境がっている｡

5)兵庫輝加束部社町 30IXI艶見,白菜を加害｡

椅前年までに分布の邦珊している地域を農林省の病

害轟更生後察資料第 10貌 (昭 24年 15/VI)より摘

録すれば次の通 りである｡

昭和 17年岡山懸吉備部徳井田村及び浅園部船積村

に表見され,同部西阿知町,長尾町に揚がり,昭和23

年20/ⅩⅠ和歌山塀海草郡安原村に監見された｡倍,負

蹄氏によると,姫路市,岡山市にも分布していると云

ふ.叉昭和 21年和歌山野西牟棲部江住見 村見老津で

ジャガイモを加害していたゾウム.yの-畦の幼轟 (柄

婁慮葛生譲察資料第 24既昭 21年 8/VI)も本種では∫

なかったかと考-られる｡

アケビコノ-,アカニダリバ,ムクゲコノ-等は柑橘

熟異の婁歳として知られているが,宮崎,鹿見島等の九

州南部地方では本畦により温州,小蜜柑等に大等が報

ぜられている｡樽に被害の甚 しい地方としては宮崎賭

寛臼杵部富岳町,宮崎部生日村,南部阿部,鹿晃島聯西

文表町,阿久根,郎来,東本野その他の地方である｡之

等の原因としては,数度の董風により黒蜜野菜の殆ん

どを失ひ,柑橘に集中加害したとも考-られるが,ち

ともと木柱の大空生も一因であったと考-られよう｡
(農林省農試 贋潮健吉)
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